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tens, Burton, Vealey, Bump, & Smith, 1990），特定の覚醒
水準を超えると急激にパフォーマンスが低下する現象を
認知的不安と生理的覚醒の交互作用から説明したカタス
トロフィモデル（Hardy & Parfitt, 1991）などがある。
競技不安はパフォーマンスとの関連以外にも，臨床的
問題との関連があることが指摘されている。米国精神医
学会の操作的診断基準である Diagnostic and Statistical
Manual of Mental Disorders（以下，DSM）（American
Psychiatric Association, 2000）1）に基づくと，競技不安が
主な問題となっている事例の一部は，不安障害に該当す
る可能性が指摘されている（Patel, Omar, & Terry,
2010）。また，Storch, Barlas, Dent, & Masia（2002）や











されており（Silverman, Pina, & Viswesvaran, 2008 ;









抄録：本研究では，わが国のジュニア選手の競技不安が Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders
（DSM）における不安障害の概念によってどの程度説明できるか検討することを目的とした。中学校の運動

















選手 455名（男性 255名，女性 198名，性別未記入 2
名，平均年齢 13.24歳，SD＝0.89歳）を調査対象とし
た。調査対象者のうち，回答ミスや記入漏れがあったも

































































合度指標には Bentler­Bonett normed fit index（以下，
NFI）と Comparative fit index（以下，CFI）を用いた。
4．データ解析ソフト
多変量分散分析と相関係数の算出には IBM SPSS Sta­
tistics 22を用いた。また，パス解析（多母集団同時解析























く全ての SCAS 下位尺度，TAIS において有意な性差が
認められ（SCAS 合計点：F（1, 367）＝12.38, p＜.001；
分離不安障害：F（1, 367）＝27.38, p＜.001；社交不安障
害：F（1, 367）＝5.99, p＜.05；パニック障害：F（1, 367）
＝10.03, p＜.01；特定の恐怖症：F（1, 367）＝13.28, p




SCAS の合計点および各下位尺度得点と TAIS の全体














平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 F 値
SCAS 合計 22.93 （15.12） 28.60 （15.59） 12.38***
男＜女
分離不安障害 2.38 （2.61） 3.99 （3.31） 27.38***
男＜女
社交不安障害 5.00 （3.92） 5.98 （3.71） 5.99*
男＜女
強迫性障害 4.94 （3.35） 4.79 （3.09） 0.20n.s.
パニック障害 2.49 （3.06） 3.65 （4.00） 10.03**
男＜女
特定の恐怖症 3.62 （3.22） 4.84 （3.12） 13.28***
男＜女
全般性不安障害 4.51 （3.38） 5.35 （3.79） 5.08*
男＜女
TAIS 49.70 （13.75） 55.89 （14.34） 17.68***
男＜女
注）*p＜.05, **p＜.01, ***p＜.001
































































































































































































TAIS＝Trait Anxiety Inventory for Sport, SCAS＝Spence Children’s Anxiety Scale










































































とがわかる（23.50点，Ishikawa et al., 2009）。さらに，
本研究の対象者の得点はオーストラリアの青年（21.72
点，Spence, Barrett, & Turner, 2003）やオランダの青年











（Ishikawa et al, 2009）
N＝1182





































注）TAIS＝Trait Anxiety Inventory for Sport, SCAS＝
Spence Children’s Anxiety Scale
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識されている場合が多く，早期発見が困難であるといわ
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